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一般国道159号金沢市尾張町地区で進める｢尾張町電線共同溝事業｣では,歴史的景観の保全や

狭小歩道空間などの整備課題の中で,地上機器の集約配置や,歩道路面の誘導用ブロック配色,ユ

ニバーサルデザイン等の工夫しており,これらの整備事例を紹介する. 
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1. はじめに 

 一般国道159号の金沢市尾張町地区は,金沢の商業の中

心として古い歴史を有するとともに,金沢駅から金沢城

公園,ひがし茶屋街及び卯辰山寺院群など,主要観光地を

結ぶ路線上の重要な位置にある.また,沿道には保存指定

建造物（写真-1～2）が建ち並ぶことから,歴史的景観選

定区域にも指定されている.  

当該地区では2008年当時，北陸新幹線金沢開業を控え

て,これまで以上の観光客が訪れることが想定され,今後

のまち・みちのあり方を考えていく時期を迎えていた. 

そのため,PI手法により,地域の方々とともに,「尾張

町まち・みち検討委員会（以下,検討委員会とする.）」,

また下部組織である「尾張町地区まち・みちを考える会」

を,2008年～2012年の4年間にわたり開催し,検討委員会

等の意見を踏まえ,道路整備の方向性を示した.ここで今

回紹介する「尾張町電線共同溝」事業（博労町交差点～

橋場交差点間）は,沿道の歴史的建造物を保全しながら4
車線を確保しつつ,無電柱化により歩行者環境を改善す

る方向性となった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 写真-1 石川県立町民文化館〔明治時代〕(図-1のA) 

 
 
 
 
 
 
 
          

写真-2 金沢文芸館〔昭和初期〕(図-1のD) 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-1 事業箇所位置図 

主計町 

ひがし茶屋街 



2. 博労町交差点～橋場交差点間の整備概要 

 

(1)  2つの区間に分けた整備の方向性 

 前項で述べたとおり,交通円滑化と安全・安心な歩道

空間の確保を優先した場合,都市計画幅（W=22m,1930年
決定）による道路拡幅が望ましいが，検討員会等により,

武蔵交差点～博労町交差点間（図-2）,博労町交差点～

橋場交差点間（図-3）の2つの区間に分けて道路整備の

方向性が示された. 

 

表-1 6つの視点からみた道路の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図-2 武蔵交差点～博労町交差点間（道路拡幅22.0m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 博労町交差点～橋場交差点間（現道幅員15.0m） 

 

(2)整備課題と方向性の具体化 

博労町交差点～橋場交差点間（図-3）では,沿道の歴

史的建造物の保全を重視し,道路拡幅は行わず現道幅

15.0mの中での整備を進める方針となった.現状の4車線

交通と狭小歩道内（幅1.5m）で歩行者交通を確保し,無

電柱化により道路空間の環境改善を行うものである. 

 この方針を具体化していく中で,電線共同溝整備に伴

う地上機器等設備を,多数の歩行者が訪れる狭小な空間

内にどの様に納めていくかが1つの課題として上げられ

た.また一方で,歴史的建造物が並ぶこの空間に調和する

景観配慮も伴った. 

これらを解決できる方法を,技術的な検討と合わせ,沿

道住民等の方々の協力を得ながら引き続き検討していう

くことが必要となった. 

 

3. 電線共同溝設備の集約化 

 

(1) 狭小歩道の現状課題 

近年のインバウンド観光客の増加に北陸新幹線の開業

効果も合間り,ひがし茶屋街等の観光地へ向かう多数の

歩行者が，狭小かつ電柱等が連立する歩道（1.5m）を利

用し(写真-3),圧迫感や接触事故の危険性も懸念されて

いた. 

この狭小歩道内へ,電線共同溝の一部となる「地上機

器」（電柱上にあった変圧器等を地上へ設置したもの）

を配置した場合,約 0.5m 幅の機器配置空間が必要となり

（写真-4,配置事例）,さらなる圧迫感と景観性の低下を

生み出し,技術的な対策が必要であった. 
 

 
写真-3 沿道の利用状況 

（北陸新幹線開業後,2016年5月） 

 

 

写真-4 地上機器の設置事例 

 
(2) 地上機器の集約配置 

 歩道空間から地上機器を削減する方法としては,歩道

外の敷地へ地上機器を集中的に配置（以下,「集約配置」

とする）する検討を進めた.   
集約配置にあたっては,地上機器と地下埋設が必要な



特殊部を設置する敷地の確保が必要であったり，特殊部

から電力需要家までの最大ケーブル長(L=115m)を超えな

いようにすることが求められた． 
 地上機器集約配置候補地は，空き地やセットバックし

ている建物の駐車スペース・駐車場を対象として抽出し

た．結果，地元商店会並びに金沢市の協力を頂き，尾張

町老舗交流館や金沢蓄音機館,空き地を提供いただいた．

これにより,3箇所の集約設置ヤードを確保することが可

能となった.（図-4） 
通常の電線共同溝整備約0.48km程度の区間では,電力需

要数にもよるが約30基（上下線）の地上機器が歩道内に

必要となる.これが家屋出入口部の障害物となり,地元理

解を得るプロセスでも苦慮するが,設計段階の工夫で,合
意形成の手続きが短縮できている. 
  
 
 

 

 

 

図-4 集約配置図 
 

 

(3) 集約配置部の修景 

 道路敷地外へ集約配置された地上機器は歴史的景観に

は馴染まず,景観に溶け込むよう「目隠しフェンス」に

よる修景を行った.(図-5) 
この検討段階では,金沢市景観審議会(用水みちすじ部

会)において,複数イメージ（案）を提示して,集約配置

箇所の景観とマッチするものを検証した. 

建物の壁面との調和を図り,落ち着いた街並みの景観

と馴染む様に配慮したデザインを検証した結果,下はレ

ンガ,上はフェンスとした． 

なお,これらの整備方法は「金沢方式無電柱化」とし

て,当該地区近隣のひがし茶屋街,主計町(図-6～7)でも

歴史的街並みを保全しながら無電柱化を推進する手法と

して用いられている. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 集約配置(金沢蓄音機館)の修景イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 無電柱化された主計町 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 主計町の地上機器の路地裏配置状況 

 

4. 景観検討へのユニバーサルデザインの導入 

 

重要文化的景観選定区域に指定されている当該地区で

は,道路景観等の決定プロセスに,金沢市景観審議会(用

水みちすじ検討部会)に図る必要がある． 

歩道景観の決定には,歩道路面のブロック舗装と誘導

ブロックの色の組み合わせや配置を決める必要があり,
審議会に図った当初,景観上の配慮と視覚障害者の視認

性への配慮が必要であるとの意見があった. 
このため,視覚障害者や車椅子ユーザーを交え，ユニ

バーサルデザインと景観保全を両立できる整備方針を議

論するため，道路修景に関する検討ワークショップを開

催した． 

 
(1) 道路修景に関する検討ワークショップの概要 

 金沢市景観審議会(用水みちすじ検討部会)で,2020年7
月22日から同年9月23日まで4回に分けて道路修景に関す

る検討ワークショップを開催した.（写真-5） 

本ワークショップでは,道路管理者(金沢河川国道事務

所),有識者(金沢大学),視覚障害者,車椅子ユーザー等が

参加し,現地の舗装と誘導ブロックのサンプル比較,輝度

計測,弱視ユーザーの視線計測を実施した． 

参加された視覚障害者の見え方は（表-2）のとおり

様々であり,主に以下の意見を頂いた. 
＜視覚障害者の主な意見＞ 
・黄色の輝度が強すぎるとまぶしく見える． 

・誘導用ブロックに接する歩道舗装ブロックの色を濃 

くし,それ以外のブロック舗装を薄くすると,落とし 

穴のように見える． 



                                       

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

表-3 誘導用ブロック検討案 

表-2 視覚障害者の見え方 



(2)  歩道舗装ブロックと誘導用ブロックの材料と色 

の検討 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) 道路の移動等円滑化整備ガイドライン 

 本ガイドラインでは視覚障害者用誘導ブロックの色は

黄色を基本とするが,路面の色彩が類似している場合,周

囲の路面との輝度比を2.0程度確保し，視覚障害者誘導

用ブロックが容易に識別できることが必要とされる. 

本検討においては輝度比2.0を満足し（1）で述べた視

覚障害者からの意見を反映した組み合わせを3つ用意し,

比較検討を行った.（表-3） 

b) 現地での検討 

3つのサンプルを現地で視覚障害者に杖で触ってもら

ったり実際に見てもらった結果,歩道舗装ブロック色は

濃い色(1.7YR5/0.7程度)で,誘導用ブロックを薄い黄色

(2.5Y7/6程度)とする〔案2〕を採用することとなった.  

採用理由は現地での輝度比が1.92と最も高く視覚障害

者障害にとって認識しやすかったためと，更に白杖から

伝わるザラザラ感が視覚障害者にとってわかりやすいた

めである．(表-2参照) 

 

5. 歴史的景観と調和した道路空間 

  

前項までで,歩道空間の技術的検討ついて紹介してき

たが,バス専用レーン部の車道配色や照明デザインも含

めた道路空間全体の景観において,金沢市景観審議会(用

水みちすじ検討部会)に図っている.（写真-5） 

今後は,灰桜色の「自転車走行指導帯」の設置も含め,

歴史的景観保全に努めた整備を推進していくものである. 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 整備後の道路景観イメージ 

 

 

6. おわりに 

 現在,金沢市内の直轄国道では,当該事業を含め５つの

現道区間の無電柱化を含めた道路空間整備を進めている. 

いずれの事業も,良好な景観創出,安全・安心な通行空

間確保,災害時の被害軽減の整備効果を期待して,事業を

推進しているが,いざ事業着手すれば,地域住民等の方々

から,道路空間へ期待されるディテールは数多い. 

その様な中で、円滑に事業を進めるためには、単純な

技術的検討だけでなく，多角的な意見を取り入れて工夫

することが現場では必要となっている． 

今後も金沢市らしい景観形成を目指し,沿道の方々や,

電線管理者等との連携を密に図り,まちづくり等に寄与

する道路空間の整備、そして無電柱化ネットワークの拡

大を図って参りたい. 
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写真-5 ワークショップの様子 


